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　目的衣服£め胸腹部･こj， It ^衡i蜘り許ぶ^ '*，4り/ciK.りfe.さ->K-r、，3が^俸・暑?

の部遠r~ あ，･7^ri i と今えら雅3。いで本研知J , 身体各抑住,。あ吋s 恥服£。伍地

相域t知に。とを目的とし，今回ii 日参Jiff]5 八S整蕎J ・衣服刄It つぃT基慶的資耕

得i tiﾀ）It ,部位^i力作と祠り。と。関連乙つ。T検討吋tう。

　方法　＆服ゑ創定,こ･よ共和tf、し^－A 如･型抵旛りMi1r.｝t使用L fc。旅険恚,t，

健康な古了学主ユ･名とに被蜘M, *哺嘩使用レい> 3 7｀゛7らー, が-ド･レ,こつ.. マtt

孝リり高。糊汪rｶﾛ,わ，1、ヽi と去え> 水i郵伍( 7う*ヽ。－･一肩，上胸，下亀賎情

す’-ﾄﾞ｀･レー祠邨，腹奸，腰邨，大腿=峠）･こつぃて立位i今晩瓦位塚呼'fi埓，椅遅位£

常時。衣服β=｡左刑定し良。

　i各果　i) ブ7 Jりーおよ(a'･かードｊレ・衣服鳶1よ，制匙・靖返しi: よ5
χIJ
I?とんど･;>i

　られtsヽ ヽV"ヽヽずれt仙人χ'り

　2)ﾌﾞ･ ラりーI-っいX -･嗚，£胸，下胸，勝バi <,粂部函こよ･; 匍暇匠む憬なり，よ

聘t)

　3）t"-ﾄﾞlレI- っヽヽ７……ブラタヤ- 同様斜崔。^<眼瓦ヵ’翼ti'), 肪Y, 腰例図面函

嶺域でI* 4-り／ゞi Itい｀に下廻ふ反面リ同句o, 席駄部^-i~は4∂j/。" ti.廻丿溢服£-t 4-

i｡i が一ド･しr H 琴弟凩戈れ-[ いI ^ t が｀心力｀，μ,

B 96　　木姓の潜'J t その効義一被服着粧の研鈍第2報一

　　　　共立そ大家政　○神山吏､三　鈴木f 芙子　山口痛子

　　　　カネボウ美容研　あ上如則

　回的　塀安朝の時㈹よ'I . ｼｴ戸時代i-で、わが国の香碁を支配していた木握の香りぱ、

翔猫以條、趾として花性の香りへと妁ってい、f'-. そして、従来の番りば、いわゆるマ、

コウくさい者'j iして感々.^れるようにな, Tきた。し力、し西原の気候に花看がよ< -^ツ

令するように、カビく<^ さと31クトカルヘごンを主とする磯の奄リが基本的な香りといわれ

ている=e.ンス-ン気候に属寸るわが国<r> 欄境下では.本来、氷涯の香りがよ<マッテする

このこY. り月らかI'-するために、その劾県を女:めた。

　方法　ソ。。ルヽｿの七律訓練法を、人工気候室肉で行い、その闇、専有かがせ■x被麗羞・

フ・レケスモ'7"ラム. 楯先の昇遠也がめt~。気象影併は, もっY. も昇進し易い条件乞設定し

た。その設定条件は不峡指数1-' I フ6．へ6ぢ。範囲>iした。瞳孔反#=!-は、自律淋練系の安瓜

杖況をよく示すのｰど）リヌ､コーチを用い１、光刺激にヒもなう縮瞳、それに続く散瞳R 状

現セ求め蓉。

　軸暴　クス､ノキの煮を峻がせた場令、人工気縁空肉r- おいで手が暖かい”という会律

訓練有始め、耳逼ならイにフ、レ毎スモク）ムの月仙波幅の増大を々た. 安静→包律訓練->休

けいう% りPEL引う参り吸引下a 自律訓練→体けいを行、Tz ところ- 指先温ぱ｡28. I °C一々

32.5*0う31･3 ･C⇒?）､I ゜C→32 .3゜C⇒32. 1゛Cと昇温した。緩流幅もそれに従って緬大し訟。

黒方、蕩葦などのわ卜生・キリを嗅いだ場合、一定・有鳶米準ぞ香りi:昇温との関連が求め

られた。香Ij の吸X I'-よこり、縮瞳相は減少に散瞳始は増加する嫌向ぶみられた。


